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C5a 受容体のアゴニストリガンド C5a は発見されていた。我々は、C5a 受容体の新しいアンタゴニスト・

アゴニストリガンド RP S19 多量体を発見した。ペプチドの研究途中に、Ｃ末端 15 アミノ酸

（LDRIAGQVAAANKKH）の内、LDR で C5a 受容体に結合、IAGQVAAAN で細胞膜を通過、KKH でアンタゴニスト・

アゴニスト切り替える作用を発見した。今回、RP S19 ペプチド二量体がアゴニスト作用、三量体がアン

タゴニスト作用を持つことを示唆した。 

現在、C5a 受容体への結合配列を別の受容体の結合配列に変えることを模索している。C5a 受容体と同

様に GPCR に属する他の受容体もそのアゴニストリガンドを三量体にすることでアンタゴニストに変え

ることができる可能性を考慮している。この結果を他の受容体に応用し、成果が得られると創薬には強

い発信がある。 
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